
加賀友禅 

 

 加賀友禅は、「五彩」と呼ばれる独特の５色を基調に、鮮やかで写実的な自然のイメージを手描

きの絵柄で正絹生地に表現する、数百年におよぶ歴史を持つ染めの技法で、京都の京友禅、東

京の江戸友禅と並び、「日本三大友禅」のひとつに数えられています。 バッグやスカーフなど布小物

や、高級な着物の装飾に用いられています。 

 

 加賀友禅の歴史は 16 世紀、現在の石川県にあたる加賀藩にさかのぼります。当時の加賀藩は

絹織物の一大産地で、無地染めの「梅染」がありました。18 世紀初頭、著名な絹の扇絵師だった

宮崎友禅（?～1758）が、染で模様を施すという画期的な染織技術を加賀藩にもたらします。友

禅が考案した緻密な糊置防染法によって、手描きの複雑な絵柄を染めることが可能となりました。さ

らに、染料をはじく水溶性の米糊を用いることで、色彩豊かなで精巧なデザインを描けるようになりま

した。この技法は、現在も加賀友禅の基本となっています。 

 

 加賀友禅は虫にかじられた葉や朽ちた葉など、自然を写実的に表現した図柄でも有名です。これ

は、自然の脆さやはかなさを表現した「虫喰い」という技法です。また、加賀友禅のデザインでは、京

友禅にみられる金銀を用いた華やかな装飾はあまりみられません。さらに、江戸友禅が落ち着いた色

調であるのに対し、加賀友禅は「加賀五彩」と呼ばれる藍、臙脂（えんじ）、⻩土、草、古代紫の

5 色を基調とした色彩が使われています。 

 

 友禅染めは 1955 年に重要無形文化財に指定され、石川県からは 1955 年に木村雨山

（1891～1977）、2010 年に二塚長生（1946～）の 2 人が同保持者に認定されています。 


